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決算状況はこちらからご覧いただけます

https://www.nikkeikinholdings.co.jp/ir/ir-data/p1.html
連結決算のハイライト

売上高（百万円）

2022
年度

2021
年度

486,579
516,954

営業利益（百万円）

2021
年度

2022
年度

22,198

7,539

経常利益（百万円）

2021
年度

2022
年度

22,928

8,859

親会社株主に帰属
する当期純利益
　　　　　　　（百万円）

2021
年度

2022
年度

16,759

7,203

総資産（百万円）

2021
年度

2022
年度

532,601 526,201

純資産（百万円）

2021
年度

2022
年度

220,907 220,758

2023
年度

523,715

2023
年度

18,189

2023
年度

19,033

2023
年度

9,037

2023
年度

543,193

2023
年度

238,095

2023年度 セグメント別決算概要

2021年度

127,633
13,021

2022年度

155,981

10,201

アルミナ・化成品、地金
売上高

売上高構成比率

150,462百万円
28.7％

18.6％

32.6％

20.1％

営業利益
10,766百万円

2021年度

113,876

7,518

2022年度

107,399

△541

板、押出製品
売上高
97,533百万円

営業利益
△573百万円

2021年度

153,415

3,776

2022年度2023年度

153,167

59

加工製品、関連事業
売上高
170,426百万円

営業利益
6,565百万円

2021年度

91,655

1,570

2022年度

100,407

1,518

2023年度

150,462

10,766

2023年度

97,533

△573

2023年度

170,426

6,565

2023年度

105,294

5,634

箔、粉末製品
売上高
105,294百万円

営業利益
5,634百万円

新生チーム日軽金として飛躍を
進めてまいります。
　株主の皆様におかれましては、平素より当社の事業運営に格別のご支
援を賜り、厚く御礼申し上げます。
　ここに日本軽金属ホールディングス株式会社の2024年３月期（2023
年4月1日から2024年3月31日まで）のご報告をさせていただきます。

2024年6月

株 主 の 皆 様 へ 株主通信 第12期 報告書

売上高は、半導体関連の需要調整や中国における自動車関連向けの減速の影響を受けたものの、
パネルシステム部門の好調やトラック架装関連での販売回復により、前期を上回りました。
営業利益は、押出製品部門において米国新工場の操業安定化に時間を要している影響があったも
のの、パネルシステム部門の好調やトラック架装事業等における販売価格改定効果の拡大により、
前期を上回りました。

決算の
ポイント

2024年3月期の期末配当金は、
1株につき40円とさせていた
だきました。これにより、中間
配当（1株につき10円）と合わ
せ、年間では50円となります。

株主還元

代表取締役社長 岡 本  一 郎



環境に配慮したFSCⓇ認証紙と植物油
インキを使用しています。

株主メモ

事業年度 毎年4月1日より翌年3月31日まで
定時株主総会 6月開催
定時株主総会の基準日 3月31日

配当金受領株主確定日 3月31日及び中間配当金の
支払いを行うときは9月30日

単元株式数 100株
株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

同　連絡先 〒168-0063　
東京都杉並区和泉二丁目8番4号

　郵便物送付先
　電話照会先

三井住友信託銀行株式会社証券代行部
0120-782-031

（フリーダイヤル、
受付時間：平日9：00〜17：00）

会社概要

会社概要
（2024年3月31日現在）

会社情報はこちらからご覧いただけます

https://www.nikkeikinholdings.co.jp/
company/index.html
IR情報はこちらからご覧いただけます

https://www.nikkeikinholdings.co.jp/
ir/index.html

商 号 日本軽金属ホールディングス株式会社
（Nippon Light Metal Holdings Company, Ltd.）

本 店 所 在 地 東京都港区新橋一丁目1番13号
資 本 金 46,525,000,014円
代表取締役社長 岡本 一郎
従業員数（連結） 12,489名
上場証券取引所 東京証券取引所 プライム市場

Pick Up
ピックアップ

  経営改革

詳細はこちらからご覧いただけます

https://www.nikkeikinholdings.co.jp/news/news/common/pdf/p2024051505hd.pdf

当社グループの企業価値のさらなる向上を目指し、経営改革に取り組んでまいります
　「23中計」の基本方針「新生チーム日軽金への取組み」における「グループの企業価値向上のための構造改革」と「経営改革の推
進および内部統制機能の強化」について、経営改革の二つの骨子を策定しました。

取締役会の監督機能強化
　取締役会は「企業価値最大化のためのグループ戦略策定」を中心とした監督機能に専念し、より存在目的を明確化します。戦略的意思
決定の強化とスピードアップを図ります。具体的には、取締役数の見直し（総数は14名を9名に削減、ただし、社外取締役5名は変更な
し）等を行い、取締役会の監督機能を強化します。
事業・機能組織のグルーピング
　事業組織のグルーピングについて、市場分野・プロセス等の観点から近接する事業を大きく括り、資源配分や機能の見直し等を推
進するとともに、新たな価値の創出と業務効率改革を加速し当社グループとしての企業価値最大化を目指します。
　機能組織のグルーピングについて、ガバナンス・品質・安全活動の強化、社会的な価値の創出に寄与するサステナビリティ・カー
ボンニュートラルの推進に加え、新事業・新商品開発をグループとして統合的に推進できる体制に変えていきます。

　着実な経営改革活動により、恒常的に連結経常利益300億円を超える新生チーム日軽金として飛躍を進めてまいります。

NLM TOPICS トピックス

　トラックボデー業界初となるリサイクルアルミニウムを用いて大型ウィングボデーの水平リサイクルを実現し「グリーンボデー」
を製造しました。大型部材をリサイクルアルミニウム100％で製造することで、ウィングボデー1台あたりの製造におけるCO₂排出
量の約8割を削減しています。

  持続可能な物流の実現に向けて行動

  働きがいのある職場作り

ニュースリリースはこちらからご覧いただけます

https://www.nikkeikinholdings.co.jp/news/news/index.html

大型ウィングボデーの水平リサイクルを実現し「グリーンボデー」を製造　　日本フルハーフ

「ホワイト企業認定」取得 
    日軽エムシーアルミ

　グループ本社にて、従業員向けにスポーツバーイベントを開催しました。
　当社は、日本車いすラグビー連盟及び池崎大輔選手のオフィシャルパー
トナーとして、車いすラグビーに関する活動を社
内外で企画・実施しています。今回は、池崎氏の
巧みな話術で、試合解説だけでなく競技や選手の
豆知識についてもお聞きすることができました。

スポーツバーイベント（車いすラグビー）を開催
    日本軽金属ホールディングス

「健康経営優良法人2024」 認定 
    日本軽金属

https://www.nikkeikinholdings.co.jp/company/index.html
https://www.nikkeikinholdings.co.jp/ir/index.html

